















































































































































































































































































































































































































































Q28_私は他人からの否定的な態度・素振りにひどく敏感で傷つきやすい 0.726 0.258 0.087 0.006 0.184 
Q13_私は人と接する時、人の顔色をとても気にする 0.721 0.184 0.069 -0.110 0.452 
Q11_ ひょっとして大切な人から拒絶されるのでは、という恐れをいだくことがある 0.649 -0.073 0.109 0.154 0.526 
Q5_何かにつけて置いてきぼりにされそうで、よく心配になる 0.581 0.174 0.203 0.107 0.421 
Q25_ とても親しい相手であっても、いつか裏切られるのではという不安を感じることがある 0.524 0.081 0.355 0.199 0.424 
Q19_親しい人に自分の考えを否定されるとひどく傷つく 0.458 0.314 -0.040 -0.041 0.398 
②一体性の過剰希求　α= .820 　
Q24_私は常に誰かといっしょにいないと不安である 0.232 0.653 -0.059 0.133 0.215 
Q27_母親なら、私の望みをかなえてくれて当然だ 0.013 0.642 0.098 0.046 0.425 
Q2_親しい人とは、何をするにも一緒に行動をしないと気が済まない 0.103 0.622 -0.064 0.274 0.477 
Q20_ 私を本当に想ってくれる人なら、私の要求をすべて受け入れてくれるはずである -0.031 0.616 0.155 0.141 0.384 
Q9_親しい人には自分を”100%”受け入れてもらいたい 0.263 0.603 -0.108 -0.051 0.447 
Q15_私は完全に一心同体になれる人を求めている 0.129 0.593 -0.158 0.242 0.346 
Q22_身近な人が私以外のものに気をとられたら、拒絶された感じがして傷つく 0.376 0.477 0.006 0.124 0.501 
③希薄な対人関係　α= .809 　
Q6_私には、本当に困ったとき、助けてくれると思える人がいる -0.042 0.060 0.699 -0.024 0.495 
Q1_本当の自分を理解してくれていると思える人がいる -0.026 -0.022 0.683 -0.060 0.471 
Q16_私は人間関係を大事にしており、それによって多くのものを得ている -0.123 -0.149 0.562 -0.118 0.312 
Q12_私は人となかなか親しくなれない 0.471 0.035 0.539 0.111 0.571 
Q8_私は自分の心に壁を作ってしまい、周りをよせつけないところがある 0.294 -0.075 0.534 0.065 0.382 
Q21_人のそばにいると、緊張して落ち着かないことが多い 0.377 0.001 0.504 0.041 0.183 
Q17_私は他人と深く付き合うことを恐れている 0.297 -0.148 0.421 0.242 0.425 
Q23_友人関係は比較的安定している 0.080 0.057 0.413 0.052 0.447 
Q26_私には、親しい相手との関係を、自分から切ってしまうところがある 0.084 0.101 0.401 0.192 0.601 
Q3_私は、人とどうやって会ったり話したりしていいのかわからない 0.357 0.093 0.373 0.180 0.308 
Q14_ 私は親しい人(家族や恋人、親友など)に自分の要求を適切に伝えることができる 0.169 -0.091 0.371 -0.094 0.367 
④自己中心的な他者操作　α= .814 　
Q4_人を思い通り動かすのは、私の密かな楽しみである 0.108 0.077 0.060 0.723 0.544 
Q7_ 私には、欲求を満たそうとして、自分の思い通りになるよう相手を仕向けるところがある 0.180 0.175 0.050 0.639 0.474 
Q10_ 自分が思う通りに人の気持ちを仕向けていくことが人との付き合いで重要なことである -0.035 0.390 -0.042 0.520 0.462 
Q29_ 人との関係で私が重点を置くことは、常に相手より優位な立場になることである -0.074 0.326 0.025 0.434 0.301 
























P Q R S
男性 3 4 17 18
女性 15 21 35 34
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　 P Q R S F 値 多重比較結果
見捨てられ不安 5.15（ .58） 4.53（ .73） 3.33（ .70） 4.09（ .64） 40.13 P>Q>S>R
一体性の過剰希求 4.29（ .55） 2.58（ .68） 2.09（ .55） 3.00（ .69） 59.57 P>S>Q>R
希薄な対人関係 3.41（ .68） 3.65（ .52） 2.91（ .75） 3.22（ .75）  7.25 P・Q>R













































































































































性別 65% 70% 65% 87% 87% 67% 27%
役割 40% 70% 40% 60% 40% 73% 33%
特性 35% 50% 35% 47% 40% 47% 27%
心情 35% 40% 35% 47% 67% 40% 47%
葛藤の有無 有 40% 80% 35% 33% 60% 53% 53%
解決努力 有 33% 38% 57% 29% 56% 13% 50%
結末の方向性
展開あり 67% 33% 57% 57% 56% 71% 63%





















































































































































Ｑ群 A B C 一人図版 二人図版 三人図版 集団図版











が実体でない 33% 8% 10% 13% 21%
導入人物










性別 29% 38% 42% 39% 56% 44% 22%
役割 29% 50% 42% 50% 33% 78% 28%
特性 29% 38% 29% 28% 33% 33% 22%
心情 21% 29% 8% 11% 17% 33% 39%
葛藤の有無 有 33% 63% 21% 39% 33% 50% 33%
解決努力 有 14% 33% 40% 57% 16% 33% 17%
結末の方向性
展開あり 75% 40% 60% 71% 33% 67% 33%















































































































































Ｒ群 A B C 一人図版 二人図版 三人図版 集団図版
教示 達成率 69% 75% 72% 78% 89% 59% 63%
人物の認知
（導入）













性別 58% 67% 61% 81% 74% 63% 30%
役割 50% 75% 64% 63% 59% 85% 59%
特性 25% 50% 33% 44% 33% 44% 22%
心情 44% 72% 47% 56% 48% 52% 67%
葛藤の有無 有 22% 47% 31% 33% 37% 33% 26%
解決努力 有 86% 71% 55% 78% 70% 78% 43%
結末の方向性
展開あり 71% 35% 55% 78% 30% 33% 57%
方向 ポジ80% ポジ67% ポジ50%・ネガ50% ポジ71% ネガ67% ポジ100% ポジ75%
関係性 ――






























































Ｓ群 A B C 一人図版 二人図版 三人図版 集団図版
教示 達成率 80% 85% 100% 87% 87% 87% 93%
人 物 の 認 知
（導入）
達成率 95% 100% 75% 90% 90% 95% 95%






が実体でない 5% 5% 5% 10%
導入人物








性別 50% 55% 50% 67% 67% 47% 20%
役割 50% 75% 65% 33% 80% 80% 60%
特性 15% 45% 25% 27% 27% 27% 33%
心情 15% 25% 10% 27% 13% 13% 13%
葛藤の有無 有 25% 40% 20% 33% 26% 33% 20%
解決努力 有 20% 38% 25% 33% 25% 0% 66%
結末の方向性 展開あり 40% 50% 25% 60% 0% 40% 67%
方向 ポジ100% ポジ75% ポジ100% ポジ100% ―― ポジ100% ポジ50%・ネガ50%
関係性 ――
一人（60%） 一人（27%） 家族（53%） 同輩（47%）
家族（33%） 家族（27%） 他人（40%）
恋人（27%）
人物同士の結びつき ――
一人（60%） 持続的だが単純（60%）
持続的だが
単純（47%）
一時・偶発的
（33%）
持続的だが
単純（20%）
一時・偶発的
（13%）
持続的だが
単純（27%）
特別な強調 ナシ
その他の特記すべき特徴 因果関係欠如（3／5人）
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と思います」というような、人物の卓越性の強
調や一段高みにたったような態度を述べる反応
がみられた。迫害されたり、孤独を感じる人物
ではなく、それらを与える側に焦点づけられ、
共感性を欠いた描写といえる。鈴木（1997）は、
人を食ったようなこれらの反応に対し、対他者
優位性と手を取り合った自己肯定、自己愛傾向
を仮定している。????????は、青年期の父母対
象表象からの脱備給と、父母に対する境界の確
立、それに伴う対象喪失 ?悲哀のプロセスにお
ける自己愛の高まりを指摘している（小此木 ??
1983）。?????????は、このような自己愛の傾向
として、父母からはひきこもり、新しい対象と
も結びつかないとらわれや、過度の知性化がみ
られるとしている（小此木 ??1983）。?群の防衛
的な反応や、自己愛的な人物描写に、青年期特
有の自己愛の高まりを仮定できよう。
??????
　本研究では、青年期の対象関係の様相を、青
年期対象関係尺度と???から検討し、???が
とらえる対象関係について検討した。
　質問紙において?群は、見捨てられる不安を
抱きながらも、自分の思うとおりに他者を動か
したいと願い、そこに親密な関係を求める傾向、
これら性質が他者との関わりを困難にしている
ことなどが示され、もっとも対象関係に問題を
抱えた群ということが示唆された。???では、
「家族」を導入することが多く、心情の言及も
多々みられたが、二者関係に集約されるもので
あった。また、その関係性の多くが葛藤を抱え
ており、対人関係へのやや強すぎる関心と、二
者関係にとどまる未熟な対人関係が推察され
た。さらに、?系列で具体性を欠いた物語を述
べることなどから、はっきりとした自他イメー
ジが確立されておらず、状況を表象するための
想像力が乏しいといった特徴がみられた。また、
図版に潜在する矛盾を克服できない様子がみら
れ、対象にかかわる際の高い心的緊張がうかが
われた。これらのことから?群は、青年期にお
いて課題とされる父母対象関係からの離脱、新
しい対象の発見などが達成されていないものと
考えられ、他者との深い結びつきを求めてはい
るものの、対人認知とそこから生まれる実際の
関係に問題を抱えていることが示唆された。
　?群は、見捨てられる不安が強いにもかかわ
らず、他者へ向ける感情は弱く対人関係が希薄
という矛盾の様相を質問紙に示した。他者との
関係というよりも、自己の中での関係性に問題
を抱えた群であったが、???においてもやはり、
人物の非認知・誤認知と、『一人の物語』が特
徴的であり、自分以外の存在への関心の薄さや
自己中心性などが示唆された。また、被害的・
迫害的反応の多さには、周囲を悪意に満ちた環
境ととらえている被検者の特徴がうかがえ、被
害感や警戒心の高さを推測させるものであっ
た。質問紙にみられた見捨てられ不安の高さは、
被検者の抱くこのような被害感や傷つきやすさ
からくるものであり、悪意に満ちた環境への警
戒心や不安の結果として他者との関係を回避し
ていることが示唆された。自己に対する評価も
否定的であり、否定的な存在への言及から、基
底的な不全感と被検者の否定的な自己像を推察
することができた。
　?群は過度の不安や他者との極端な結びつき
を求めることなく他者との関係を築けるという
ことが質問紙で明らかにされ、もっとも健全な
関係がもてる群ということが示唆された。
???では、人物の明細化に富み、相互作用と
複雑な人間関係を描写する反応が多くみられ
た。行動や内面的特徴は人物の置かれた状況な
どの脈絡で相補的にとらえられていたことから、
自己や他者の思考・行動の意図を正確にとらえ
る能力が推察された。細部の刺激にまで目を向
け、高い観察力を推測できたが、刺激に対する
佛教大学教育学部学会紀要　第９号（2010年３月）
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敏感さもうかがえた。また、対人葛藤のテーマ
には必ずといっていいほど解決努力とポジティ
ブな結末が付与されたことから、対人関係に困
難を抱えずにかかわれることなどがうかがえ、
質問紙の結果を支持するものとなった。また、
このような特徴は一人の場面にもみられた。自
己についても良いイメージを持っていると推測
され、独立した存在として自他を認められる能
力が推察された。ただし、自己言及や出来合い
の物語の借用が特徴的で、抽象化能力における
なんらかの障害、自分自身の個人的なものをあ
らわにすることに対する警戒心や自信のなさ、
自己をコントロールする心的緊張の弱さなどが
疑われた。確かに、自信のなさともとれるよう
な言及も多くみられたが、物語は豊かに展開さ
れていることから、物語想起という課題を忠実、
かつ簡便にこなそうとした結果ととらえること
ができた。総じて適応的であり、良好な対象関
係が認められたといえる。
　?群は、?群とほぼ同じ傾きを持ちながら、
全項目において?群よりやや高めの値を示し、
青年期に特有のあり方をうかがわせる群であっ
た。???反応では、教示は達成されるものの、
言及が最低限で劇的な要素に欠け、物語想起と
いう課題を達成しているとは言い難い反応が多
くみられた。明細化や関係性も単純で、全てに
おいて描写の乏しい物語であったといえる。こ
れらのことからは、対人関係の希薄さ、人との
情緒的なかかわりを避ける様相、個人的なもの
を露呈することに対する警戒心、強固な防衛な
どが推察された。また、権威や卓越性の主張、
高みに立ったような人物描写などがみられ、弱
い自我を補償するような自己愛の様相を呈して
いたと考えられた。青年期は、父母対象からの
離脱にともない、一時的に自己愛が高まるとさ
れる。質問紙において健全な?群と似たような
傾きを示しながら、全体的に?群よりも高い値
を示したのは、このような自己愛が影響したの
かもしれない。
　以上のように、各群の???反応の特徴から
示唆される対象関係についてみてきた。各群の
反応が質問紙の結果を支持するものであったの
は言うまでもないが、???によってより詳細
な対象関係の把握が可能となった。一人・二人・
三人・集団場面と、あいまいな刺激･物理的要
素やコントラストが明確な刺激・色彩要素を備
えた刺激が組み合わさることで、様々な対人場
面の可能性が拓かれ、個人の内的対象関係が十
分に展開されるのであろう。特異な認知、対象
へ働きかける際の態度と対処の仕方、自他イ
メージ、環境に対してもつ情緒の色合い、自他
の行動や状況の脈絡をとらえる能力、対人関係
の特徴など、???が明らかにする対象関係は
さまざまな視点と幅をもったものであった。
　対象関係は、境界性人格障害や対人恐怖など
との関連で説明されることが多い。これは、対
象関係の発達がこれらの病理と深く関っている
ためである。大矢（2003）は、境界性人格障害
への関心の高まりにともない、投映法における
対象関係のアセスメントが重要な役割を果たす
ことを指摘している。????????は、境界人格
組織における???物語の特徴として、情緒表
現の制止、前エディプス的な攻撃性、依存型抑
うつ、自立性・独立性・自己決定性の欠如、対
象喪失とそれに続く絶望、搾取的で思いやりの
ない他者像、表面的な人間関係・他者の内的体
験への注目の欠如、図版に描かれている以外の
人物の追加導入が少ないこと、一時的（一元的）
な人物像（スプリッティング）、憎しみと攻撃
される恐怖との併存などを挙げている（大矢，
2003）。本研究においても、?群に自立性・独
立性・自己決定性の欠如、?群に対象喪失とそ
れに続く絶望、搾取的で思いやりのない他者像、
憎しみと攻撃される恐怖との併存、?群に情緒
表現の制止、表面的な人間関係・他者の内的体
験への注目の欠如、図版に描かれている以外の
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25
人物の追加導入が少ないことなど、その片鱗が
みられた。今回の対象者は非臨床群であり、青
年期ということも考慮すると、これらは即座に
病理に結びつけられるものではない。しかし、
???が病理やその傾性をとらえるうることを
示唆するものといえるのではないだろうか。ま
た、?????????が幼児期の対象（特に母親）か
らの分離－個体化の過程がその後の病理に深く
関連することを指摘している。このことから、
今回のように分離－個体化の視座から対象関係
を理解することも重要であると考える。分離－
個体化過程において、?????????は分裂－妄想
態勢という対象関係の様相を次のように述べて
いる。分裂－妄想態勢では、ナルシシズムが支
配的であり、価値体系は自己に集約され、外界
あるいは対象の価値が認められることはない。
分裂と投影同一化を基本にした部分対象であ
り、自己の良い部分が破壊される迫害的な不安
の存在および過度の理想化を特徴とする。これ
らの機制によって自己の良い部分を守るため
に、自己の悪い部分を対象に排出するが、これ
は対象がより迫害的な色彩を強めるという悪循
環をもたらす。自我は貧困化し、枯渇すること
になる（吉澤，1992）。このような分裂 ?妄想態
勢は、?群が???に示した特徴と一致するよ
うに思われる。このように???は、分離－個
体化過程における問題や、青年期特有の境界例
心性、自己愛の高まりなど、発達課題における
問題や個人の病理を明らかにするだけでなく、
早期の対象関係を賦活させるような検査的退行
を引き起こす特性も備えており、さまざまな側
面・水準の対象関係をとらえる検査となりうる。
今後の発展が期待できる検査といえるだろう。
　???やロールシャッハ・テストがそうであ
るように、???においても、図版のそれぞれ
に多くみられる反応やテーマが存在し、標準的
な反応を把握することが、分析を進めるうえで
の骨子になったのはいうまでもない。しかし、
得られた事例数は十分とは言えず、これらを一
般化することにはいささか疑問が残る。さらな
る追跡調査で多くのデータ分析を行い、さらに
は、精神病理や他の検査との比較も必要である
と考える。これにより、各図版に対する反応の
標準化やそこから得られる被検者個人の特徴の
理解がより発展することになるだろう。また、
本研究では、ロールシャッハ・テストにおける
分析・解釈の視点を取り入れることが十分にさ
れなかった。しかし、今回の対象者にカラー
ショックや濃淡・陰影への言及、図地反転や結
合反応などがみられたことは事実であり、
???図版がロールシャッハ・テストのような
刺激特性を備えていることがうかがわれる。
???反応において、このような刺激特性を扱
うことも今後の課題といえるだろう。
????
　本稿は、平成20年度佛教大学特別研究助成を
受けておこなった研究成果の一部である。
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